
中学 2 年 数学 復習プリント「確率」30 問
組 番 氏名：

【P1】確率の意味と基礎（Q1～Q6）
次の問いに答えなさい。

1. 起こりうる結果のどれが起こることも同じ程度に期待
できるとき、これらは何であるというか答えよ。

2. 絶対に起こらない事象の確率はいくらか答えよ。
3. 必ず起こる事象の確率はいくらか答えよ。
4. 確率 p のとりうる値の範囲を、不等号を使って表せ。
5. 1 つのサイコロを投げるとき、3 の目が出る確率を求
めよ。

6. ジョーカーを除く 52枚のトランプから 1枚引くとき、
それが「エース（1）」である確率を求めよ。

【P2】コイン・硬貨の投げ方（Q7～Q12）
次の問いに答えなさい。

7. 1枚の硬貨を投げるとき、表が出る確率を求めよ。
8. 2枚の硬貨を同時に投げるとき、起こりうるすべての場
合は何通りあるか答えよ。

9. 2枚の硬貨を同時に投げるとき、2枚とも表が出る確率
を求めよ。

10. 2枚の硬貨を同時に投げるとき、1枚が表で、1枚が裏
が出る確率を求めよ。

11. 3枚の硬貨を同時に投げるとき、起こりうるすべての場
合は何通りあるか答えよ。

12. 3枚の硬貨を同時に投げるとき、少なくとも 2枚は表が
出る確率を求めよ。

【P3】サイコロの確率（Q13～Q18）
次の問いに答えなさい。

13. 1つのサイコロを投げるとき、偶数の目が出る確率を求
めよ。

14. 1つのサイコロを投げるとき、2以下の目が出る確率を
求めよ。

15. 大小 2 つのサイコロを同時に投げるとき、起こりうる
すべての場合は何通りあるか答えよ。

16. 大小 2 つのサイコロを同時に投げるとき、出る目の数

が両方とも同じになる確率を求めよ。
17. 大小 2 つのサイコロを同時に投げるとき、出た目の数
の和が 5 になる確率を求めよ。

18. 大小 2 つのサイコロを同時に投げるとき、出た目の数
の積が奇数になる確率を求めよ。

【P4】玉・カードの取り出し（Q19～Q24）
次の問いに答えなさい。

19. 赤玉 3個と白玉 2個が入った袋から玉を 1個取り出す
とき、赤玉が出る確率を求めよ。

20. 赤玉 4 個、白玉 5 個、青玉 1 個が入った袋から玉を 1

個取り出すとき、白玉が出る確率を求めよ。
21. 1, 2, 3, 4 の数字が書かれた 4 枚のカードから同時に 2

枚選ぶとき、選び方は全部で何通りあるか答えよ。
22. 21番の問いにおいて、選んだ 2枚のカードの数の和が
奇数になる確率を求めよ。

23. 1, 2, 3 の数字が書かれた 3枚のカードから、1枚ひいて
元に戻し、もう 1 枚ひいて 2 桁の整数を作るとき、全
部で何通りの整数ができるか答えよ。

24. 1, 2, 3, 4 の数字が書かれた 4枚のカードから、続けて 2

枚ひいて（ひいたカードは戻さない）2桁の整数を作る
とき、その数が 3の倍数になる確率を求めよ。

【P5】「～でない」確率・いろいろ（Q25～Q30）
次の問いに答えなさい。

25. ある事象の起こる確率が 2

7
であるとき、この事象が

「起こらない確率」を求めよ。
26. 1つのサイコロを投げるとき、5以外の目が出る確率を
求めよ。

27. 2枚の硬貨を同時に投げるとき、「少なくとも 1枚は裏
が出る」確率を求めよ。

28. 大小 2 つのサイコロを同時に投げるとき、出た目の数
の和が 10 以上にならない確率を求めよ。

29. 男子 3人、女子 2人の中からくじ引きで 2人の委員を
選ぶとき、2人とも男子が選ばれる確率を求めよ。

30. 29番の問いにおいて、選ばれた 2人のうち「少なくと
も 1人は女子」である確率を求めよ。



【解答と解説】

【P1】確率の意味と基礎

確率の基本公式は 求めたい事象が起こる場合のかず起こりうるすべての場合のかず です。

1. 同様に確からしい
2. 0

3. 1

4. 0 ≦ p ≦ 1

5. すべての目は 6通り、3の目は 1通りなので、 1

6

6. すべてのカードは 52枚、各マークにエースは 1枚ずつ計 4枚。 4

52
=

1

13

【P2】コイン・硬貨の投げ方
コインの裏表は樹形図を描いて整理するのが確実です。1枚増えるごとに全体の場合の数は 2倍（2→4→8）になります。

7. 表と裏の 2通りがある。 1

2
8. (表,表), (表,裏), (裏,表), (裏,裏) の 4通り
9. 全 4通りのうち、(表,表)の 1通り。 1

4

10. 全 4通りのうち、(表,裏)と (裏,表)の 2通り。 2

4
=

1

2
11. 2× 2× 2 = 8通り
12. 表が 2枚出るのは 3通り、3枚出るのは 1通り、計 4通り。 4

8
=

1

2

【P3】サイコロの確率
サイコロ 2個の問題は、縦 6マス ×横 6マスの「36通りの表」を作って数え上げるのが最も確実な解法です。

13. 偶数は 2, 4, 6 の 3通り。 3

6
=

1

2

14. 2以下は 1, 2 の 2通り。 2

6
=

1

3
15. 6× 6 = 36通り
16. (1, 1) から (6, 6) までの 6通り。 6

36
=

1

6

17. 和が 5になるのは (1, 4), (2, 3), (3, 2), (4, 1) の 4通り。 4

36
=

1

9

18. 積が奇数になるのは「両方とも奇数」のとき。 3× 3 = 9通り。 9

36
=

1

4

【P4】玉・カードの取り出し
「同時に選ぶ（順序を気にしない）」のか、「続けてひく（1番目、2番目の区別がある）」のかを問題文から見極めます。

19. 玉の合計は 5個。赤玉は 3個なので、 3

5

20. 玉の合計は 4 + 5 + 1 = 10個。白玉は 5個なので、 5

10
=

1

2
21. {1, 2}, {1, 3}, {1, 4}, {2, 3}, {2, 4}, {3, 4} の 6通り
22. 和が奇数になるのは {1, 2}, {1, 4}, {2, 3}, {3, 4} の 4通り。 4

6
=

2

3
23. 1枚目は 3通り、戻すので 2枚目も 3通り。 3× 3 = 9通り （11, 12, 13, 21...など）
24. 作れる 2桁の数は 4× 3 = 12通り。そのうち 3の倍数（各位の和が 3の倍数）は、12, 21, 24, 42 の 4通り。 4

12
=

1

3



【P5】「～でない」確率・いろいろ
「少なくとも～」という言葉があるときは、**「1 －（そうならない確率）」**を計算する（補事象の利用）と劇的に楽になり
ます。

25. 起こらない確率 = 1− 2

7
=

5

7

26. 5の目が出る確率は 1

6
なので、 1− 1

6
=

5

6

27. 全体から「2枚とも表が出る確率（1

4
）」を引きます。 1− 1

4
=

3

4

28. 和が 10 以上になるのは (4, 6), (5, 5), (5, 6), (6, 4), (6, 5), (6, 6) の 6 通り（確率は 6

36
=

1

6
）。そうならない確率は

1− 1

6
=

5

6
29. 男子 3 人を A, B, C、女子 2 人を d, e とする。5 人から 2 人を選ぶ組み合わせは全部で 10 通り。2 人とも男子なのは

{A,B}, {B,C}, {A,C} の 3通り。 よって 3

10

30.「少なくとも 1人は女子」の裏返しは「2人とも男子」です。29番の答えを利用して、 1− 3

10
=

7

10


